意識や考え方

1． 職業観
2． 社会に対する考え方
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１．職業観

   ＊内閣府の「国民生活選好度調査」(H18年度)と比較

内閣府にあわせて仕事をしている人だけに限定し、かつ、内閣府調査の結果を本調査の年齢層にあわせて加工した上で、両調査における以下の５つの項目の支持度を算出

・本調査の対象者は内閣府調査の結果と比べて、「仕事は生きがいではなくお金を得るための手段である」とは考えていない者が相対的に多い。「生きがい」重視といえる。

・「自分のやりたい仕事をするのであれば社会的地位が低くてもかまわない」や「職場では全体の和よりも個人の能力を重視すべきだ」を支持している者が少なく、現実的な社会的地位や職場の和を軽視しているわけではない。
・男性では専門職志向が相対的に低い。
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管理能力よりも専門的な知識・技能を積極的に身につけた

い

職場の人とは、仕事以外でのつき合いはあまりない方がよ

い

自分のやりたい仕事をするのであれば社会的地位が低くて

もかまわない

職場では全体の和よりも個人の能力を重視すべきだ

仕事は生きがいではなくお金を得るための手段である

本調査：男性

本調査：女性

国民生活選好度調査：男性

国民生活選好度調査：女性


図１  職業に関する考え方：支持度
２．社会に対する考え方
   ＊内閣府の「国民生活選好度調査」(H18年度) の同一年齢層の人々の結果と比較

・「社会のために役立ちたい」と思っている人が、本調査では男女とも際立って多い。とくに男性で差が顕著である。
・「家族のために自分が犠牲になってもやむを得ない」は、国民生活選好度調査では男女の回答にそれほど顕著な差が認めらないが、本調査では女性で「自分の生き方を大切にしたい」人が多い。
表１ 社会に対する考え方                      上段：男性％、下段：女性％

	Ａ
	Ａに

近い
	どちらかといえばＡに近い
	どちらかといえばＢに近い
	Ｂに

近い
	不明
	Ｂ

	秩序を保つためには個人の自由を多少制限するのもやむを得ない
	40.5
	50.7
	5.8
	2.2
	0.8
	個人の自由を尊重するためには秩序が多少乱れてもやむを得ない

	
	30.4
	61.9
	6.6
	0.2
	0.9
	

	社会のために役立ちたいと思う
	23.9
	37.8
	29.7
	8.0
	0.7
	個人の生活の充実が最も重要だと思う

	
	13.9
	43.2
	34.5
	7.3
	1.1
	

	家族のために自分が犠牲になってもやむを得ない
	23.0
	45.2
	23.0
	8.0
	0.8
	自分の生き方を大切にしたい

	
	12.2
	48.4
	31.3
	7.1
	0.9
	


3． 現在の生活における悩みと、その相談相手
・「今の自分の仕事や働き方について」「これからの生き方や働き方について」のそれぞれに８割前後の者が「悩みがある」と回答した。
・「人間関係について」と「経済的な問題（お金のこと）について」も、６～７割の者が「悩みがある」と回答している。
・「これからの生き方や働き方について」と「人間関係について」は、男性より女性のほうが悩みがある者が多い。
・労働政策研究・研修機構による首都圏在住の若者調査（『大都市の若者の就業行動と移行過程―包括的な移行支援にむけて―（労働政策研究報告書No.72）』，2006）の結果に比べて、「悩みがある」人がより多い。本調査の方が対象者に年長者が多いことが反映されている可能性が考えられる。
表２  「悩みがある」と回答した人の割合

	
	男性
	女性
	

	今の自分の仕事や働き方について
	74.8%
	76.5%
	n.s.

	これからの生き方や働き方について
	80.4%
	89.7%
	p<.001

	人間関係について
	61.5%
	69.7%
	p<.001

	経済的な問題（お金のこと）について
	61.3%
	64.3%
	n.s.


・｢悩みがある｣と回答した人に限って、その悩みを相談する相手としてあてはまるものすべてを回答してもらった（複数回答）。
・「経済的な問題（お金のこと）について」を除くと、いずれの種類の悩みについても、「恋人・配偶者」や「職場やバイト先の友人・同僚」「学校で知り合った友人」、そして「親」によく相談している。
・「今の自分の仕事や働き方について」の悩みを相談する相手としては、上記以外に、「職場やバイト先の上司」も、とくに男性で多くあげられた。
・「人間関係について」の悩みは、「親」に相談するより、「友人」に相談するほうが多い。

・男性に比べて女性は、いずれの種類の悩みについても、また「上司」を除くいずれの相手に対しても、相談する人が多い傾向にある。

・「経済的な問題（お金のこと）について」の悩みは、圧倒的に相談相手が、「親」と「恋人・配偶者」に限られる。経済的な悩みは、他の種類の悩みとは異なる性質をもつことがわかる。
表３  悩みの相談先としてあげられた相手 【複数回答】
	
	
	親
	兄弟姉妹
	職場やバイト先の上司
	職場やバイト先の友人・同僚
	学校で知り合った友人
	学校の先生・職員・相談員
	趣味をともにする友人
	恋人・配偶者
	カウンセラー等の専門家や公的な支援機関
	その他
	誰もいない

	今の自分の仕事や働き方について
	男性
	21.0
	6.5
	23.7
	34.8
	20.6
	1.1
	12.3
	29.4
	3.2
	2.4
	4.4

	
	女性
	31.4
	12.7
	16.6
	37.9
	27.5
	0.8
	14.1
	38.9
	3.2
	3.4
	1.0

	これからの生き方や働き方について
	男性
	23.2
	7.0
	14.4
	27.5
	22.9
	1.1
	14.8
	36.1
	2.9
	2.5
	5.5

	
	女性
	33.5
	14.9
	7.2
	26.8
	34.0
	0.5
	18.8
	50.7
	1.6
	3.9
	2.6

	人間関係について
	男性
	10.3
	4.4
	12.6
	23.8
	17.1
	0.8
	13.5
	23.8
	1.2
	2.0
	4.2

	
	女性
	17.5
	11.1
	5.6
	26.3
	31.6
	0.2
	15.7
	34.8
	0.8
	2.7
	1.4

	経済的な問題（お金のこと）について
	男性
	24.8
	4.8
	4.5
	4.5
	0.1
	5.5
	7.7
	28.7
	0.8
	2.2
	7.5

	
	女性
	31.5
	8.7
	1.1
	1.1
	0.2
	4.8
	5.5
	35.5
	0.8
	1.4
	4.0


４．学生生活への評価

・学生時代の満足度は高い。

         表４  学生生活の満足度  （％）

	大いに満足
	まあ満足
	あまり満足していない
	満足していない
	不明

	19.0
	63.5
	13.1
	3.4
	1.1


・大学時代の諸活動は人によってさまざまのようだ。
        表５  学生時代の諸活動への取り組みの熱心さの評価  （％）
	
	とても熱心だった
	まあ熱心だった
	それほど熱心でなかった
	まったく熱心でなかった
	不明

	大学での授業
	7.3
	48.2
	34.9
	8.8
	0.7

	クラブやサークル
	29.1
	30.4
	20.3
	20.0
	0.4

	友だちや恋人とのつきあい
	32.5
	46.1
	16.9
	3.6
	0.9

	アルバイト
	28.4
	41.1
	21.8
	7.8
	0.9

	ダブルスクール・資格取得
	6.4
	14.3
	22.9
	55.3
	1.1
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